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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 84,019 ― 1,782 376.5 1,984 280.7 1,363 319.2

2021年3月期第3四半期 76,730 △18.0 374 △66.9 521 △58.5 325 △62.1

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　1,494百万円 （50.9％） 2021年3月期第3四半期　　990百万円 （△5.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 139.42 ―

2021年3月期第3四半期 33.29 ―

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を第1四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年3月期第3四半期に
係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、売上高については、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 70,745 24,930 35.2 2,549.41

2021年3月期 59,275 24,075 40.6 2,461.90

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 24,930百万円 2021年3月期 24,075百万円

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を第1四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年3月期第3四半期に
係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 5.00 ― 25.00 30.00

2022年3月期 ― 40.00 ―

2022年3月期（予想） 40.00 80.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 116,438 ― 2,259 171.5 2,400 137.6 1,587 153.1 162.31

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を第1四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年3月期の連結業績
予想に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、売上高については、対前期増減率は記載しておりません。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P5「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 11,103,500 株 2021年3月期 11,103,500 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 1,324,437 株 2021年3月期 1,324,212 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 9,779,158 株 2021年3月期3Q 9,769,229 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料P2「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当社グループは、第１四半期連結会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年

３月31日）等を適用しております。そのため、当第３四半期連結累計期間における経営成績に関する説明は、売上

高については前第３四半期連結累計期間と比較しての増減額及び前年同期比（％）を記載せずに説明しておりま

す。

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナワクチン接種の進展に伴う感染規模の鎮静化と

2021年９月末の緊急事態宣言解除を受けて、一時は経済活動に持ち直しの動きが見られたものの、オミクロン株の

急激な感染拡大が新たな脅威となり、再び先行きが不透明な状況となっております。

　経済活動においては、前年度後半から回復傾向が見られた自動車産業関連ですが、新型コロナの影響が足元は半

導体及び部品の供給不足や感染再拡大による減産など、サプライチェーンに依然深刻な影響を及ぼしております。

　当社を取り巻く鉄鋼業界においては、国内鉄鋼メーカーの生産拠点の整備が進む中、鋼材供給の逼迫化、原材料

価格の高騰や海外鉄鋼メーカーの輸出調整などにより世界的に鋼材価格の大幅な上昇が続いております。このよう

な環境下、当社グループは、お客様に価格転嫁を丁寧に説明しつつ安定的な鋼材供給に努めてまいりました。

　その結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は840億19百万円となりました。また、利益面に

おいては、鋼材価格の上昇が寄与したことにより、営業利益は17億82百万円（前年同期比376.5％増）、経常利益

は19億84百万円（同280.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は13億63百万円（同319.2％増）となりまし

た。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は577億46百万円となり、前連結会計年度末に比べ114億20百万

円増加しました。これは主に現金及び預金の減少45億75百万円、売上債権（受取手形及び売掛金、電子記録債

権）の増加74億17百万円、商品の増加78億16百万円によるものであります。固定資産は129億64百万円となり、

前連結会計年度末に比べ微増であります。

　この結果、総資産は707億45百万円となり、前連結会計年度末に比べ114億69百万円増加しました。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は397億15百万円となり、前連結会計年度末に比べ127億49百万

円増加しました。固定負債は60億98百万円となり、前連結会計年度末に比べ21億34百万円減少しました。これは

主に仕入債務（支払手形及び買掛金、電子記録債務）の増加49億88百万円、短期借入金の増加57億円、長期借入

金の減少３億87百万円によるものであります。

　この結果、負債は458億14百万円となり、前連結会計年度末に比べ106億14百万円増加しました。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は249億30百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億55百万円

増加しました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上13億63百万円、その他有価証券評価差額金

の増加１億42百万円、配当金の支払６億35百万円によるものであります。

　この結果、自己資本比率は35.2％（前連結会計年度末は40.6％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2021年８月27日の「業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ」で公表い

たしました通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,939,842 2,364,366

受取手形及び売掛金 20,345,334 25,134,674

電子記録債権 8,508,311 11,136,271

商品 10,438,356 18,255,127

その他 96,561 859,227

貸倒引当金 △2,885 △3,631

流動資産合計 46,325,521 57,746,035

固定資産

有形固定資産 6,729,266 6,626,116

無形固定資産 45,187 43,068

投資その他の資産

投資有価証券 5,735,131 5,895,031

その他 441,772 407,616

貸倒引当金 △7,494 △7,295

投資その他の資産合計 6,169,409 6,295,352

固定資産合計 12,943,863 12,964,537

繰延資産 6,272 34,706

資産合計 59,275,657 70,745,279

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,151,880 14,160,210

電子記録債務 2,362,333 3,342,608

短期借入金 11,900,000 17,600,000

１年内償還予定の社債 1,000,000 1,500,000

１年内返済予定の長期借入金 516,800 1,816,400

未払法人税等 144,811 437,828

賞与引当金 204,757 115,019

その他 685,656 743,574

流動負債合計 26,966,239 39,715,641

固定負債

社債 1,500,000 1,000,000

長期借入金 4,887,200 3,200,000

その他 1,846,546 1,898,785

固定負債合計 8,233,746 6,098,785

負債合計 35,199,986 45,814,426

純資産の部

株主資本

資本金 2,310,000 2,310,000

資本剰余金 1,802,654 1,802,654

利益剰余金 17,023,168 17,747,799

自己株式 △1,056,091 △1,056,321

株主資本合計 20,079,731 20,804,132

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,884,298 3,026,451

土地再評価差額金 977,583 977,583

退職給付に係る調整累計額 134,057 122,685

その他の包括利益累計額合計 3,995,940 4,126,720

純資産合計 24,075,671 24,930,853

負債純資産合計 59,275,657 70,745,279

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 76,730,666 84,019,972

売上原価 72,979,054 78,646,666

売上総利益 3,751,612 5,373,305

販売費及び一般管理費 3,377,501 3,590,839

営業利益 374,110 1,782,465

営業外収益

受取利息 239 185

受取配当金 138,202 154,443

仕入割引 37,180 51,350

持分法による投資利益 － 1,027

受取賃貸料 47,793 77,097

雑収入 54,455 37,393

営業外収益合計 277,870 321,497

営業外費用

支払利息 47,782 44,767

売上割引 29,674 －

持分法による投資損失 13,766 －

賃貸費用 23,037 48,058

雑損失 16,594 27,038

営業外費用合計 130,855 119,864

経常利益 521,125 1,984,098

税金等調整前四半期純利益 521,125 1,984,098

法人税、住民税及び事業税 151,482 612,031

法人税等調整額 44,389 8,703

法人税等合計 195,872 620,734

四半期純利益 325,253 1,363,363

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 325,253 1,363,363

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 647,846 142,605

退職給付に係る調整額 17,298 △11,371

持分法適用会社に対する持分相当額 △252 △452

その他の包括利益合計 664,892 130,780

四半期包括利益 990,146 1,494,144

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 990,146 1,494,144

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、代理人取引に係る収益について、従前は総額で収益を認識しておりましたが、取引の性質が財又

はサービスを他の当事者によって提供されるように手配する履行義務であることから、当該取引は純額で収益を

認識する方法に変更しております。

　また、有償支給取引について、従前は有償支給した支給品の消滅を認識しておりましたが、支給品を買い戻す

義務を負っていることから、当該支給品の消滅を認識しない方法に変更しております。そのため、有償支給先に

残存する支給品の期末棚卸高については「商品」として、有償支給先から受け取る対価については「有償支給に

係る負債」としてそれぞれ認識しております。

　なお、従前、営業外費用に計上しておりました売上割引については、売上高より控除しております。

　この結果、従前の会計処理と比較して、当第３四半期連結累計期間の売上高は103億61百万円、売上原価は103

億21百万円、売上総利益及び営業利益がそれぞれ40百万円、営業外費用が37百万円減少しております。また、商

品は１億82百万円、流動負債その他は１億88百万円それぞれ増加しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。なお、利

益剰余金期首残高に与える影響は軽微であります。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、これによる四半期連結財務

諸表に与える影響はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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